第50回 横浜西部リーグ少年野球大会運営要領 (2026年)
主催　横浜西部リーグ少年野球連盟 
後援  神奈川新聞社、ナガセケンコー株式会社

1． 大 会 規 約

第1条 名　称

　　　　    この連盟は横浜西部リーグ少年野球連盟という。
第2条 対　象

　　　　    横浜西部地区及び近隣地区に居住する小学生より成り、責任ある成人の
指導者により、組織された各地区の連盟に加盟しているチームを対象とする。
第3条 目　的

　　　　　　    小学生の体位向上並びに社会性の健全育成を目的とする。
第4条 行　事
　　　　    連盟の行事は、年度に行う大会の他、随時行う親善試合とする。
第5条 役　員

　　　　　    　連盟に次の役員をおく。
　　　　　　  　◇会  　長　　 佐野満　　  

　　　　　　　  ◇副 会 長　　 野坂三智雄　中村武志
◇常任理事　 　杉山清治

　　　　　　  　◇事務局　  　 坂本亮一　郡司拓弥　望月茂雄
　　　　　　  　◇会  　計　　 武島陽一　 　　◇監  　査　　神戸美鈴　
　　　　　　  　◇理　  事　 　上津清春　     ◇審 判 部  部長  櫻木康広
　　　　  　 石丸政志　　　　　　　　　副部長　宮崎敏夫
石黒雅人
　
　　　　　　     役員の任期は２年とし、重任を妨げない。
第6条 会　費

　　　　    会費は大会前に役員会で決定した金額を各チームより徴収する。
第7条 役員の職務
　　 ①会長は連盟を代表し、会務を総括する。
　　 ②副会長は会長を補佐し、会長不在の時はその職務を代行する。
　 ③会計は連盟の収支を明確にし、監査の承認を得て決算報告を行う。
　 ④監査役は会計の監査を行う。
⑤事務局は連盟の事務を行う。
⑥審判部は大会要項に基づき審判の責任と権限を持つ。
第8条 細則の制定

　　　　　本連盟の運営上必要な細則は、役員会で討議し、代表者会議の決議にて
これを定める。
第９条　　規　約

　　　　　この規約は代表者会議において多数の同意を得れば改廃する事が出来る。
　附則　  この規約は平成５年６月20日より実施する。
2． 大会要項（細則）

(1) 参加申し込み方法

1 参加するチームの代表者が連盟事務局並びに各役員を通じ申し込みの後、所定の用紙に登録メンバーを記入の上、代表者会議時、提出する。
2 参加するチームの代表者は、大会要項に従い、代表者会議に必ず出席する。
（出席者は代理人でもよい）

3 参加するチームの責任者は連盟の決定する会費を納入する。
4 開会式に参加できないチームは失格とする。但し、代表者のみ参加させる場合は本部にその事情を申し出て了解を得るものとする。
　　(2) 表彰内容
1 チーム表彰は、Ａブロック、Ｂブロック、共、優勝から３位まで表彰し、以下の通り授与する。
　◆優　勝：優勝旗、優勝盾、連盟表彰状、連盟トロフィー、金メダル１５個
　　　　　（優勝旗のＡブロックは神奈川新聞社旗、Ｂブロックはナガセケンコー社旗）
　◆準優勝：準優勝盾、連盟表彰状、連盟トロフィー、銀メダル１５個
　◆三　位：三位盾、連盟表彰状、連盟トロフィー、銅メダル１５個
2 個人表彰は、Ａブロック、Ｂブロック、共、優勝チームから「最優秀選手賞」、準優勝チームから「優秀選手賞」、三位チームからは「敢闘選手賞」を該当チームの監督推薦により表彰する。
3 開会式には、前年度入賞チーム（優勝から３位まで）、優勝旗、トロフィーを必ず返還する。　（但し、参加しない場合は代表者を参加させて返還する）

(3) チーム編成制限

1 チームの編成は原則として、その地域の居住の少年、少女をもって組織する。
2 同ブロック（例えばＡ）に、２チーム以上出場する場合、そのチームの一軍に相当するチームを、Ａ－Ａ（Ａ－１）とする。
3 Ｂブロックのみ、人員不足（主体チームが１０名以下）でチームが出来ない場合は、合同チームを認める。（注）但し、各々１０名以上人員がある場合の合同は認めない。
4 リトルリーグ加盟の選手は登録できない。
5 未登録選手は試合には出場できない。
（Ａ、Ｂ、何れのブロックも予選大会の中での追加登録は認める）
(4) 各ブロックの資格

1 Ａブロック

小学校５年生以上の選手をもって編成したチームとする。
但し、低学年（１年生から４年生）を補強してもよい。
2 Ｂブロック

小学校４年生以下をもって編成したチームとする。
3 Ａ、Ｂ、ブロック共、予選大会の間であれば、事務局へ申請を行った場合、
追加登録を認める。　但し、本部大会に入ってからの追加登録は認めない。
4 小学校４年生以下は、Ａ、Ｂブロックの重複登録を認める。
(5) ルール

1 抗議は、監督、又は、主将と当該プレーヤーのみとする。
2 Ａブロックは、ブロック戦のトーナメント戦方式で行い、ブロック代表決定は、
2026年9月22日迄に決定する。
予選試合は、6回戦、１時間30分(90分)とする。
　 但し、３回以降１０点差、５回以降７点差の場合は、コールドゲームとする。
3 Ｂブロックは、ブロック戦のリーグ戦方式で行い、ブロック代表決定は、
2026年9月22日迄に決定する。
予選試合は、5回戦、１時間20分(80分)とする

但し、３回以降１０点差の場合は、コールドゲームとする。

Ｂブロックの予選大会は、同点で時間切れの場合は、引き分けとして、延長戦は行わない。
Ｂブロックの同勝率時の場合は、プレーオフで決定する。
但し、３チーム以上、同率の場合は、抽選の上、トーナメント戦で決定とする。
4 球数制限はＡが７０球　　Ｂが６０球とする。（本部大会のみ採用とする）
5 雨天、その他の理由による試合成立は、１時間を経過した、表、裏、終了後の得点差、又は、４回終了時、及びその以降の得点差によって試合成立とする。
尚、同点又は１時間未満、もしくは４回終了以前の場合は「再試合」とする。
6 規定時間を過ぎ同点の場合は、特別ルールを適用し、前の回の最終打者が1塁、　　その前の打者が３塁で1アウトとして継続打順で攻撃を行う。　　　　　　　　　※特別ルールに入ってからは、決着がつくまでサドンデスとする。　　　　　　　　特別ルールに入ってからの選手交代は出来る。(規定時間内に6回終了時同点の場合は、延長戦を規定時間まで行う)
7 試合球は、Ａ、Ｂ、共、「ナガセケンコー軟式ボールJ号」を使用する。
尚、ブロック予選は各チームが準備するが、本部大会は本部にて準備する。
8 Ａブロックの、塁間は２３ｍ、投手板と本塁間は１６ｍとする。
Ｂブロックの、塁間は２１ｍ、投手板と本塁間は１４ｍとする。
9 ＢブロックのみでＤＨを導入する事が出来る。ＤＨは打者専属となり守備につく事は出来ない。ＤＨの交代は認める。１０人で攻撃となるが、試合途中９人攻撃への変更は出来ない。Ａブロックでは採用しない。
10 使用バットは金属（JSBB表示）及び木製バットのみとする。カーボン・複合（ハイコン）ウレタン系のバットは使用不可とする。
11 試合時9人のみの登録でも試合を認める。
12 その他、ルール細則については、全日本軟式野球連盟規則による。

13 本部大会について
※決勝戦は、Ａ・Ｂブロック共にコールドゲームは適用しない。
規定時間を過ぎ同点の場合は、特別ルールを適用し、前の回の最終打者が1塁、
その前の打者が３塁で1アウトとして継続打順で攻撃を行う。
特別ルールに入ってからは、決着がつくまでサドンデスとする。
特別ルールに入ってからの選手交代は出来る。
 (6) 細則注意事項

1 監督は成人とする。また。監督、コーチは原則としてユニホームを着用する。
スコアラーは帽子をかぶり適正なる服装にてベンチに入る。
2 選手はユニホームを着用し背番号は必ず付ける事。（登録された背番号の事）

3 お互いに個人攻撃となるようなヤジは禁止する。
4 暴言、罵声を行った場合は、主審の権限で退場処分を認める。
また、場合により役員会で決議し、当連盟よりそのチームを除名処分も行う場合がある。
5 スパイクの金具仕様は禁止する。
6 各チームは予定された試合時間より、３０分前に集合厳守の事。
7 出場選手メンバー表は３部として、試合３０分前に提出の事。
8 Ａ・Ｂ共、ブロック予選・本部大会、監督のタイム回数は、攻撃３回、守備３回

とする。また、内野手がマウンドに集まった場合も守備タイムとして数える。
9 打者走者の一塁へのヘッド及び足からのスライデングを禁止とする。
10 試合中のボール・バットボーイは、必ずヘルメットを着用する。
11 各球場によっては、特別ルールがあり各々ブロック長又は主審に確認をすること。
12 代表者会議（抽選会）及び開会式に参加しないチームは原則として出場を認めない。

（止むを得ず参加できない場合は、本部の会長、又は、事務局の承諾を得る事）
13 選手の学校行事の場合に限り、試合予定変更を考慮するが、原則的には認めない。
運営を円滑に行う為、試合日は厳守とする。万が一、試合日に不都合が生じた場合、前もってブロック長に連絡し、協議する事。
事前キャンセルは、原則的に棄権試合とする。（ブロック長の権限にて処理をする）

14 各ブロック長は、試合結果を、必ずすみやかにに事務局まで報告願います。
（試合結果をホームページに掲載する為）
